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まもなく、湖南王子に、春がやってこようとしています...商工諜では、ことしも、関係団体や綴光て空手糞メーカ{などの協

賛を得て、春の湖南平撮影会と写真コングーノレの計磁をきめました。モテ、ノレに、 ミス・サタヲ 10名も参加します。ど参加く

ださい。宵撮影会. 3 月 24 日〈日〉雨天のときは 3 月 31 日〔日〉午前10時~午後 3 持まで。女応募. 4 月 30日までに平塚市

役所商工諜へ、サイズ問ツ切。女賞多数宏用意、入選発表は 5 月中勾直接入賞者に逸失目。[写真上@タぐれの湖南三n

愛
矯
と

市長沼臨

頼

と

と
う
に
県
は
あ
け
た
と
ド
う
の
に
、
春
の
お
と
ず

れ
は
お
そ
い
よ
う
て
、
こ
と
し
は
裳
日
本
一
た
い
か

〉
勺
九
州
痢
端
に
ま
だ
豪

1
3

ま
た
は
そ
の
影
響
の
降
寺

が
あ
れ
、
磁
気
も
編
識
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
ち

ら
側
は
異
常
乾
燥
で
カ
ゼ
の
心
配
火
事
の
心
配
、
お

互
い
に
用
心
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
三
月
と
も
主
れ
ば
、
ま
っ
た
く
審
で
す
。
市
立
小
中
学
佼
は
も
と
よ

り
公
私
立
の
学
校
で
も
相
次
い
で
卒
業
式
、
子
供
た
ち
少
年
た
ち
青
年
た
ち
の
、

滋
立
っ
て
ゆ
く
盗
は
頼
も
し
く
、
つ
づ
い
て
入
学
式
で
は
、
と
く
に
小
学
校
に
入

学
す
る
開
重
た
ち
の
、
心
か
ら
喜
々
と
し
て
、
お
母
さ
ん
に
つ
害
そ
わ
れ
て
絞
門

を
く
ぐ
る
初
々
し
い
盗
に
は
、
ひ
乙
り
で
に
わ
た
く
し
ど
も
の
煩
に
も
あ
た
た
か

い
微
笑
が
の
ぼ
っ
て
宮
ま
す
ね
。

す
く
す
く
と
生
い
甫
っ
て
ゆ
く
次
ぎ
の
時
代
に
生
き
る
子
ら
、
活
者
た
も
、
卒

業
式
平
入
学
式
に
の
ぞ
ん
で
、
こ
の
若
い
役
代
に
頼
も
し
き
を
感
じ
な
い
人
は
あ

め
ま
す
ま
い
。
先
生
が
た
に
た
い
し
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
兄
さ
ん
姉
さ
ん
が
た
に
た
い
し
て
、
わ
た
し
は
今
パ
ン
を
と
っ
て
い
て
も
、

自
に
う
か
ぶ
準
業
式
や
入
学
式
に
さ
い
し
、
心
か
ら
古
切
る
楚
情
を
も
っ
て
、
送

ゎ
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
顧
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
た
ち
ま
え
友
こ
と

だ
と
笑
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
て
は
、
と
の
希
翠
に
み
ち
た
、
明
る
ノ
\
一
元

気
志
子
供
た
ち
脊
少
昨
た
ち
が
、
わ
た
く
し
ど
も
の
悲
綴
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心

身
と
も
に
、
必
ら
ず
し
も
健
全
に
、
立
派
志
社
会
人
に
ま
で
成
長
ナ
る
と
限
ら
な

し
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
、
こ
の
機
会
に
静
か
に
か
ん
が
え
た
い
と
思
う
か
ら
て

r
。

「
人
づ
くη
」
友
ど
と
い
う
こ
と
ば
が
ん
可
さ
ら
雷
わ
れ
て
お
り
ま
ナ
が
、
な
に

も
池
田
首
相
が
主
隠
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
回
新
ら
し
い
と
い
う
わ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
。
ま
た
、
手
お
く
れ
だ
と
も
申
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
い
つ
却
時

代
、
ど
こ
で
も
、
「
人
づ
く
り
」
は
お
ろ
そ
か
に
位
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
ま
た
決
し
て
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
怠
い
と
患
い
ま
ナ
。

入
学
式
の
と
章
、
卒
業
式
の
さ
い
、
先
生
も
、
交
見
が
た
も
、
そ
し
て
そ
の
学

校
の
問
蓑
牛
日
偲
た
ち
も
、
お
瓦
い
に
通
わ
せ
合
う
に
ち
が
い
泣
い
向
か
が
あ
る
よ

す
て
す
。
閉
山
で
し
ょ
う
か
。

愛
情
で
ナ
。
信
頼
で
す
。

山
本
且
門
主
張
障
問

p

品
相
互
の
信
頼
以
外
に
旬
も
の
も
本
い
人
間
鵠
係
に
よ
っ
て
宮
崎
め

ら
れ
た
社
会
の
ム
ー
ド
を
、
わ
た
し
は
こ
の
エ
一
月
の
、
こ
の
四
月
の
、
卒
業
式
ま

た
は
入
学
式
に
み
る
の
で
す
。

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
担
。
み
ん
な
で
す
。
消
も
、
彼
も
で
ナ
。

戸
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貞

þ>今月の::Eな言E毒事喝

マ@ページ也地方選挙の事務臼程き

まる、蚊とはえ滋治作戦① 脊年

学級生募集、市営住宅完成など。

マ③パージ・不法広告物の一掃具体

化、市民税の申告 3 月初日まで、

都市対抗駅伝で平塚 3 位、心配ご

と相談室主主主と。

V'@ページ・手をつなぐ童話の会大会

のもよう、小中学校の事業式、納

税組合表彰、消紡土募集、生ワク

投与ジブテリヤ百回せ舎の予訪注

射、入札見積参加資格更新など。

マ⑥パージ. 12月追加更正予算の内
容、保商留の入額案内君主ど。

マ@パージ・公民館長の任免、市民

センタ，一要露募察、市民交主主入選

作と文芸講演会など。 雄



(2) 第 136 号台、ペコらひ報広

構4脅

一
一
一
月
二
十
三
日
、
マ
立
候
補
同
け
出

最
終
日
ハ
同
け
泌
を
し
の
ぎ
る
)

月
二
日
、
マ
選
挙
制
明
日
(
叫

前
七
時t
午
後
六
時
ま
で
)

七
店
、
マ
同
開
繋
E
-

で
〉
四
月
中
八
目
。

ム
n
q
s

n
u
μ
 

総
開

!
ι
問
、

時
骨

、
信3
a
n

y
郡
一
千
「lL

j

高
コ

3
V

出

向
宇
和
一
…

一
一
一
月
/
私
た
ち
に

j
旬
、
各
か
ら
の
射
に
、
一
軒
だ
け
の
非
協
力
が
、
そ
の
万
六
千
批
帯
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い

放
感
が
お
と
ず
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
地
区
の
衛
生
活
動
を
う
ち
こ
わ
し
て
ま
ナ
。
こ
れ
は
、
市
内
全
体
の
七
錨

ナ
。
こ
れ
と
時
を
お
な
じ
く
し
て
、
き
た
例
は
、
も
う
発
あ
き
る
ほ
ど
あ
程
度
が
組
織
的
問
削
除
活
動
に
参
加
し

長
い
撃
さ
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
っ
た
は
ず
で
す
。
共
同
戦
線
の
必
嬰
て
い
る
こ
と
を
示
す
数
字
で
す
。
し

蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
硲
生
害
虫
も
自
を
は
、
も
う
身
に
し
み
で
感
じ
ら
れ
て
か
し
、
参
加
率
の
高
低
だ
け
で
よ
ろ

ざ
ま
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
か
い
ま
ナ
。
こ
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
点
が
問
題

ら
、
蚊
や
ハ
エ
を
、
夏
に
、
の
さ
ば
※
衛
生
課
で
は
、
こ
と
し
も
、
共
同
で
、
一
軒
で
も
知
ら
ぬ
顔
の
人
が
い

ら
せ
な
い
だ
め
に
紙
上
作
戦
指
導
壱
駅
除
活
動
を
ナ
る
人
た
ち
に
、
薬
剤
る
う
ち
は
、
蚊
と
は
え
は
、
そ
こ
か

し
ま
ナ
。
の
補
助
と
防
除
用
兵
の
貸
し
出
し
を
ら
際
限
も
な
く
、
生
産
さ
れ
る
の
で

×
×
×
き
め
ま
し
た
。
と
く
に
こ
と
し
は
、
ナ
。

ま
っ
、
立
一
月
の
作
戦
は
そ
の
地
区
に
組
織
が
あ
る
な
い
に
か
※
肢
と
は
え
の
退
治
作
戦
、
今
月
の

※
隅
除
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
先
訣
か
わ
ら
ず
、
一
一
一
十
世
帯
程
度
以
上
ま
ね
ら
い
は
、
市
内
一
一
一
十
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。
一
定
地
区
の
人
た
ち
が
協
力
と
ま
れ
ば
、
薬
剤
の
補
助
は
も
ち
ろ
の
未
組
織
世
帯
に
、
共
向
開
削
除
戦
線

し
て
、
開
削
除
共
同
戦
線
を
縫
立
ナ
ベ
ん
、
作
業
の
指
導
平
和
力
ぞ
え
を
し
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、
衛
生

き
で
ナ
。
杯
を
つ
ら
ね
る
家
主
み
た
い
と
言
っ
て
い
ま
ナ
。
課
の
握
供
ナ
る
援
助
の
手
を
フ
ル
に

の
本
か
で
、
一
軒
だ
け
で
葱
戦
し
で
※
い
ま
ま
で
に
、
市
内
約
五
十
の
地
活
用
す
る
に
あ
る
、
と
申
し
ょ
げ
で

も
予
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
反
則
川
区
に
共
同
駅
除
組
織
が
で
君
、
約
一
お
嘗
ま
す
。

功

1 票:こわが良識の精いっぱい

ι; 

護霊害義 a 書家政・商業・文化 L高校選f誉教

育 j な~.，の委学級をひらきます。 残りのお%が問題

ーも

応募 3 JJ 25 II まで

V
建
築
青
年
学
級
ヨ
幾
薬
工
穫
に

職
場
を
も
っ
青
少
孝
男
女
を
対
象

V
溜
議
青
年
学
級
商
繁
樹
係
に
駿

場
を
も
ち
、
商
業
経
営
じ
関
心
を

も
っ
青
少
年
男
女
令
対
象
と
す
る

マ
家
政
青
年
学
級
一
乏
婦
さ
な
る
た

め
の
予
備
学
習
と
生
活
改
盆
曹
の
研

究
な
ま
奮
年
女
子
の
た
め
コ
ー
ス

マ
文
化
育
智
子
学
級
趣
味
や
芸
能
の

分
野
で
話
し
合
い
。
研
究
し
た
L

男
女
青
少
年
諮
君
の
た
め
の
コ
i

ス
線
南
蕗
校
茸
趨
科
通
信
教
脊

令
併
設

d

w
v終
局
掌
習
毎
月
二
+
ゐ
時
間
以
上
岨

年
鶴
間
引
一
首
時
限
間
以
上
路
湾
一
日
戸

線
総
(
通
儒
教
育
は
周
年
間
セ

w
v待
遇
e
m蛍
畿
創
刊
然
料
。
険
函
館
学

割
、
優
秀
生
岳
写
県
外
貌
察
へ
派
進

w
v申
し
込
み
三
月
二
十
五

a

ま
で

に
、
ク
ル
プ
ニ
と
じ
、
市
教
育

委
員
会
批
会
教
育
援
へ
〈
わ
し

〈
は
間
諜
へ
寵
一
九
二O
』

(定員lOO~， x 4 'f'級



期
根
内
に
出
さ
な
い
と
諸
控
除
失
な
う

平
塚
市
美
化
運
動
実
施
本
部
〈
本
部
長
戸
川
市
長
)
は
、
二

月
二
十
八
日
市
民
セ
ン
タ
ー
に
、
市
内
関
係
官
公
署
長
会
議

を
招
集
、
席
上
、
償
額
に
あ
ふ
れ
る
選
反
屋
外
広
告
物
の
取

り
締
り
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
と
の
申
し
入
れ
は
、
滋
地

区
奨
化
権
進
委
員
会
ハ
議
員
長
杉
山
太
一
氏
)
の
強
い
饗
請

に
も
と
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
た
ま
た
ま
、
こ
れ

と
と
舎
を
間
じ
く
し
て
、
県
奨
化
運
動
経
進
本
部
も
、
盤
外

広
告
物
の
取
り
締
り
機
関
で
あ
る
四
問
答
本
部
と
県
土
木
部
に

対
し
て
、
市
と
問
ょ
う
の
申
し
入
れ
を
行
友
っ
て
お
り
、
申

し
入
れ
を
一
受
廿
た
こ
れ
ら
上
級
機
関
は
、
平
塚
瞥
察
署
と
県

平
塚
土
木
事
務
所
に
対
し
て
、
そ

m
ぞ
れ
取
り
締
り
の
強
化

ぞ
通
達
し
て
曹
た
こ
と
が
あ
嘗
ち
か
と
な
っ
て
、
不
認
盤
外

広
告
物
の
一
掃
は
、
き
わ
め
て
強
力
に
行
な
わ
れ
る
見
と
お

し
と
な
り
ま
し
た
。

台、

港
地

木
部
@
県
警
察
本
部
も
通
達
だ
す

キ
仇
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消
妨
職
員
募
集

市
消
防
古
都
で
、
昭
和
三
十
八
年

問
採
削
の
消
防
官
員
を
葬
詰
問
し
て

い
ま
す
。

マ
脚
職
種
・
消
防
士

マ
応
裳
資
絡
・
①
市
内
居
住
者
か

採
用
後
市
内
に
居
住
で
古
る

人
、
隣
接
市
町
村
の
開
店
住
者
で

も
通
勤
可
能
な
ら
よ
い
。
②
昭

和
三
十
六
年
三
月
以
降
の
世
間
校

革
業
者
か
怒
講
見
込
み
の
者
、

男
子
に
限
る
。
③
昭
和
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、

議
樫
事
業
態
度
以
上
の
学
力
を

も
っ
者
。

円v
応
纂
手
続S
0・
一
一
一
月
三
十
一
日

(
会
〉
ま
で
に
、
志
願
盤
、
縄

問
山
護
学
校
の
革
業
証
明
醤
を
、

消
紡
本
部
庶
務
謀
(
消
防
署
二

階
〉
へ
提
出
の
こ
と
。
用
紙
は

間
本
部
の
も
の
を
使
用
の
こ

と
。

マ
試
験
・
四
月
上
向
、
採
間
四
月

以
降
、
採
用
後
四
か
月
間
神
奈

川
県
治
防
学
校
に
入
校
し
ま
す

マ
初
伝
給
・
一
万
一
千
四
百
円

ハ
諸
手
当
を
加
え
一
万
二
千
六

百
六
十
向
)
こ
の
ほ
か
通
勤
手

当
、
扶
措
置
手
当
、
時
間
外
勤
務
手

当
、
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給
。

手
を
つ
な
ぐ

貌
の
会
大
会

精
薄
者
対
策
訴
え
る

念必盤解ぐ令さ略環

二
月
二
十
日
、
智
恵
お
く
れ
の
子
を
持
つ
窺
た
ち
の
県
下
大
会
，
神
奈
川
県
手
を
つ
な
ぐ

が
市
内
農
業
会
館
で
ひ
ら
か
れ
、
向
会
会
員
、
市
民
生
委
員
、
県
市
関
係

, 25目

|軍第 3 回巡@I日程・e
A 月 8B 岡崎出張所

土墜小学校

告白 金田公民館

豊田公民館
ﾟ 10臼旭公民館

神田保育所

花水公民館

大野小学校

「生ワクチン投与」

平塚保健所は、 3 月 5 白から、小J号

マヒ予防主主ワクチンの投与をはじむ

ました。との生ワクチンは罪護者に

投与することになっていまナ。該当

児をお持ちのご家庭では、日程lこよ 1 課、市役所玄関受付係、平塚保健; 系疾患、③病後の王室弱ゃいちぢる
くと注意ください。""のほか、当日の会議受付に用意 j しい栄養燈害、③種痘後 2 週間以

軍対象児島①投与日現在生後 3 か月 l します。， 内であるとき、⑤その他底的が投 l

以上 1 才11か月までの謂幼児、②:す巡回日夜(発行日以降 与を不適当と認めると君。

小学校 4 年生~中学 1""生までの 3 月 11 白 神田小学校盤国小学校|曹学校の生徒については、学校から

うち昭和36年夏!こ生ワクチンの投 ff 18B 金日小学校関崎小学校! 通知がまいります。

与を受げなかった者。③以上のほ , 14 白 土屋小学校吉沢小学校|

カミ、主主後11か月以上中学 1 年まで Jl 158 11品小学校金田小学校 I rジフテリヤと宙関ぜきJ
の草告に該当ナる者のうち、昭和 〔時間〕午後 2 時から 3 時まで。 I 衛生課は、ジブテリヤとËÏ日ぜ舎の

37年春に主主ワクチンの投与を受け 智追加奨施・七言百日程に投与を受け|混合予妨接種事再 2 朗自と第 3 回目を

なかった者。 そこ泣った入を対象に、 3 月 22B 次のとおり巡隠します。ここで 3 回

曹申し込み@主主ワクチンは、上記対 午後 1 時~3 時30分まで、平塚保 l の接種を必要とするお子さんをお持

象者のうち、投与を特望する人に 健所で追加投与が行われまナ。ちのと家庭では、お忘れ主主く会場へ

行なわれます。と骨謹のフヲは、各 曹ご主主意 e 次の症状のある方は投与|おつれください。

会場の受付係へ当白お申し込みく l できません。①発熱、下痢などの|曹対象!足 e ①沼和37.5'7~招37 ・ 10'

百臼せきと
ジフテリヤ

もこの注射壱受けていない子〈今

箇続けて 3 回の接種が必要でナ〉

②昭36' 5'1 ~昭36'10・ 30臼まぜ

に生れた子と、昨年春第 l拐の接

種をおえた子(今回 1 隠の接種で

よヤリ

軍料金・ 1@について50円

軍第 2 邸巡回目寝・…ー

3 月 18B 陶締出張所金目小学校

土態小学校

19日金田公民館城島公民館

重量出公民館

9 20日 1露公民館王宮沢小学校

神密保脅所

9 22日 ?Eオく公箆童書 松原公民書官

ff 

@
評
価
額
は
昨

年
と
同
じ
で
す

が
地
目
変
換
や

家
慶
尚
増
改
築

を
さ
れ
た
人
は

変
っ
て
い
ま
す

@
昨
年
新
築
町

家
屋
は
こ
と
し

は
じ
め
て
の
っ

て
い
ま
す
:

門
会
計
課
関
係
刷
物
品
約
入
。
修
復

a

印
脱
な
ど
を
受
殺
し
た
い
業
者
は
次
の

手
続
曹
を
し
て
く
だ
さ
い
。

円v
受
け
付
け
・
四
月
-
一
一
日
か
ら
向
月
二

十
臼
ま
で
に
会
許
課
用
度
用
問
へ

一
清
月
一
回
以
後
の
も
の
で
あ
る

と
と
。
こ
の
手
続
き
を
し
て
お
か
な
い

と
、
抱
強
ニ
十
八
年
度
中
、
平
塚
市

関
係
の
一
一
切
の
発
注
#
受
け
ら
れ
ず
市

役
所
と
取
り
引
宮
で
き
な
く
な
り
ま
す



(5) 昭和 38 年 3 月 10 日

"上水路改修工事費負担金(厚木県

道横断工事援の 2分の1)などo

Z都市計00:費に49117J円を追加

東浅癌:大島線水路橋新設(悩露2.5

t1X延長15t1>、

、 1650平方針分入

JII西部土地改良事業、

良事業、県費繍動小規模土地改良

事業、災害復18事業、かんカ司、排

水用電力料補助金、積店街共同施

設助成金主主ど。

708方向を追加しまし

な。間銀座防災建築造成組合に対

して 395万円の補助金を計上した

のをはじめ、中間病院隔離病舎分

担金鰐 3 年次分 (134万円〕納税

貯蓄組合事務費補助金追加、安全

都市推進のための防犯街路鷹設置

工事費追加、釈前広道誘導楠設麿

費などを言十土しました。

明言 今期、特別会計全般

特別会計， , にわたって追加口i吉正

--' を行ないました。

・今回 12月と 1 月の

車券の売り上げ増泊を見込み8414

万円を追加、競輪開催費の増額を

したほか、一般会計への繰出金に

1232万円を増額しましたa これ

で、競輪車業会計の予算額;立、 13

億7064万円となり、一般会計lこ次

ぐ強模となりました。このなかか
ら一般会計の財源iこまわされる収

益金の予算額i主、 2 億21657J flllこ

達しました。

・今回、今f年度はじ

めての追加護誌で、大きく 4億

3901万円を掲額しました。これも

II月開催の好成穫と 3 月競馬の売

り上げ増加を見込んだ追加で、競

馬開催費のi首額と、一般会計への

繰り出し金に5447万円を迫力日計上

しました。これで競馬事業会計の

予算額は、 12億1467万円と主目、

一般会計へまわず収益金の予算額

l立、 1 億1l 0ï万円になりました。

・療護給付

費、助産設などの追加を中心 Jこ

372万円を泊額、この会計の予算

l立、 9591万円になりました。

・吉沢旭区間軍事号

水道新設事業費i畠加、上惣領地区

簡易水道拡張事業襲追加左どを中

心に 102万円を増額しましな。告

白水道塩素減砕機の修荘重、 7目水道

塩事軽減斑機のとりかえ工事主要など

由回­
W場開... ゐ

剛町四回司a‘

九
保
育
恵

入
額
希
望
受
け
付
け

0) 

あ

報特;壊轟



(6) 

富
士
見
初
代
館
長
に
大
谷
氏

長野県でひら
いた市民スキー

市
教
委
主
催
の
第
十
一
一
回
市
民
ス

キ
ー
務
超
会
は
、
二
月
一
一
口

u
E
沼

臼
ま
で
、
長
野
県
菅
平
ス
キ

l

場

に
九
十
八
名
が
参
加
し
て
行
怠
わ

れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
参
加
者
の

八
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
ま
っ
た
く
の

初
心
者
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
か

ら
は
じ
ま
っ
た
ス
ベ
リ
出
し
も
、

最
終
日
に
は
、
全
員
が
、
ス
キ
!

大
会
に
参
加
、
初
心
者
た
ち
も
、

新
人
の
部
で
全
長
八
十
一
時
叫
↑

双
旗
の
厨
転
競
技
に
打
ち
興
り
ま

し
た
。
時
速
十
八
キ
ロ
ぐ
ら
い
だ

っ
た
、
と
は
、
た
の
し
い
思
い
出

認
の
な
か
で
き
い
た
告
白
で
す
。

大
会
は
、A
叫
拙
・
門
口
級
・
女
子
・

新
人
の
部
に
わ
か
れ
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
社
会
教
育
課
で
は
、
来

年
度
も
、
お
お
ぜ
い
の
初
心
者
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ヵ、

転競技

七〉

も

ら

初

昭和 38 年 3~10 S 

と青島 lこのがをでものはつれ 1 ， f たず ω 賭
，II!I のたかは環やきあむよい語、てチぷ:;; ir湾 i 議

とか生わつなりやそでが瞳 0 晶前ごい・マ市町一--
まくいり後れていまま鞄行入ぷ普つ学ー二 段駿鐸欝生主
ずかきで明秀 V_' CJ:) T にをけさ竺ら設とにナ私つ藤滋磁 T寸
三 i主主 Z 妄出 8 長ぷ主主高君主予害警で安基寵華麗殊
入閣が生くででïJ!j号事 ξ 時事事嵐広三許話同あ際援欝援護霊 0-\L..
姉で、命諮ナナにが3 と霧雨 lこ ιξ 量子様手ø;l 際援護欝弓乙

軒計2i;2 鱗整基mti警告官許級
か発と気う果等 欝智弘治下がしで 組所青へ

らくな入
おしれか h
警.いてでい

宅 2 品た
知ナだ子戸
官官 。けだレつ
検でけ
査あが
のと知
絡 は官官
果いが
やいお

が
わ
か
り
ま
す
が
、
正
式
な
知
能

検
査
宇
教
青
梼
抽
出
所
で
し
て
い
た

だ
害
時
殊
学
級
へ
入
問
問

持
唱
す
る
こ
と
が
こ
の
お
子

財
務
時
鳴
き
ん
にζ
っ
て
い
ち
ば

醐
鰭
門
凶
ん
幸
福
で
は
な
い
で
し

弾
丸
ょ
う
か
。
性
格
も
明
か

蕊
援
司
る
い
し
、
特
別
な
病
気

平
、
問
題
に
な
る
行
動

も
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
特

殊
教
脅
を
受
け
る
こ
と
が
震
も
よ

い
の
で
は
在
い
で
し
ょ
う
か
。
大

き
く
怠
っ
て
社
会
に
出
た
一
揚
告
を

考
え
る
と
、
特
殊
学
級
で
、
本
人

に
郎
し
た
指
導
を
受
砂
て
お
く
必

嬰
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
湿
銭
横
浜
短
大
清
水
先
食

品
m
M
m
関
戸
間
山
削
削
畑
山
削
州
制

出
拐
蛸
2

増
刊
山
ム
ム
』

η

然
策

f
Y
7
f
7
7
1
F
E

E

自
他
い
い
じ
い
じ
い
わ
い
わ
い
じ
い
開

活
ロ
ロ

量
鉄
噴
度
増
間
印
刷
制
限
四
蜘
間
出

1

館
市
場

輯
総
面
際
世
人
督
官
民

4
1
2
2
4
3
4
2

口
移
域
口

b
t
庁
野
路
島
輔
関
沢
民
一

n
n
門
凶

人
世
市
人
的
人
本
大
神
揖
間
金
焔
土
金

謹「河丹後守正鏑が徳JII家康から拝領した葵紋

入りの茶わん、下の台{立、雷雲車社の御朱印た

九す

曜轟議館。大事費号車立庵#主 共立女子大

議締 山路関苦言氏

毒審ピ事会場 .3 }喜 17E (隠)午後i 語審から
松原公民館ホール

務市民文芸入選者の表彰式も行ないます


